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研究成果の概要（和文）： 

 我々は 1998 年からベトナムニンビン省にて口唇口蓋裂医療援助と調査を行ってきた。これ
までの経験をもとに医療援助活動の効果を評価することを試みた。これまで 12 回の医療活動
で 382 名の患者を診察し、335 例の手術を施行した。これまでの医療援助により口唇口蓋裂患
者にチームアプローチによる一貫治療の必要なことを啓蒙し、現地医療者に手術指導を行うこ
とにより、現地スタッフのみでも治療できるようになりつつあり、患者も予後調査に来院する
必要性を認識しつつある。また適切な時期に適切な治療を行うことにより、良好な治療結果が
得られるようになってきている。 

 

研究成果の概要（英文）： 

We have been carried out medical aid project for CLP patients in Ninh Binh Province, 

Vietnam. Our project started from 1998 in Ninh Binh General Hospital that is the only 

principle hospital in the province and has about 350 beds for inpatients.  

Based on the process, we evaluate the efficacy of our activity.  For this purpose, we made 

self-assessment sheet for oral surgeons, anesthesiologists, and co-medical. We evaluated 

from the same point of view simultaneously.  

From 1998, 382 patients came to Ninh Binh General Hospital to treat CLP and related 

craniofacial deformity, and we examined about 600 patient. We performed 335 surgery for 

CLP patients with Vietnamese medical staff. From our assessments of the efficacy of 

technical transfer, we recognized their capability of primary cleft surgery. However many 

problem remained. In Vietnam, speech therapy had not established yet. Other problem is 

maxillary growth inhibition due to pushback palatoplasty. 
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１．研究開始当初の背景 

 

ベトナム社会主義共和国ではベトナム戦争
以後多くの被害が報告されている。そのなか
でも口唇口蓋裂をはじめとする先天性異常
児の出生については、戦時中の枯葉剤の影響
が深く関わっていると考えられており、国内
外の関心が高く、様々な研究が進められてい
る。口唇口蓋裂については、日本ではチーム
アプローチによる集学的治療が採用されて
いる。一方、発展途上国では医療技術、設備
等の不足により、口唇口蓋裂患者に対する保
健医療は十分ではなく、手術を受けられない
ことにより成人の未治療患者の存在や手術
時期の遅延による合併症が問題として挙げ
られている。我々は 1998 年からニンビン省
で国際医療協力活動として口唇口蓋裂患者
に対する治療を行ってきた。ベトナムでは手
術の安全性の問題等から口蓋裂は乳児期に
はほとんど治療されず、多くの患児が未治療
のまま残っている。本邦では特別な事情を有
する口蓋裂未治療患者の報告は散見される
が、青年期以降の未治療口蓋裂患者の治療成
績はほとんどほとんど検討されていない。ま
た、発展途上国では口唇口蓋裂患者に対する
医療体制の遅れによりの発生数や有病率(罹
患率)についての調査が行われていない場合
が多い。そのため、現存する未治療患者数お
よび新たな患者数の把握が困難であり、必要
な手術数、援助活動期間、提供する医療の類
（手術、矯正治療、言語治療など）の需要予
測が難しい。 

日本をはじめ、世界各国の国際医療援助団
体が発展途上国に対し、医療援助活動を行っ
ているが、人的・資金的配分を考える上でも
発展途上国に関して援助評価指標を開発し、
検討すること、さらに疫学調査を行って援助
の需要を推測することによって、能率的、さ
らに質的に高い医療援助を可能にすること
が可能になると思われる。そこで医療援助活
動の効果を客観的に評価する指標を作成し
たいと考え、研究を企画した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、ベトナム政府医療省国際協力

局ならびに南部メコンデルタにあるベンチ

ェ省および北部に位置するニンビン省の人

民委員会保健局、同総合病院とともに、両

省やその周辺に居住する口蓋裂患者に対し、

各省人民委員会と共同で我々がこれまでに

口唇口蓋裂手術を行った患者の予後調査お

よび手術記録調査および、疫学調査を行う

ことを目的とした。 

そのために以下の項目の調査を企画した。 

(1)未治療口蓋裂患者の顎顔面形態特に顎

発育の異常の解析、口蓋裂形成術後の摂

食・嚥下機能の改善の状況、発音機能の

改善の状況を調査し、我々がこれまでに

行ってきている発展途上国での口蓋裂形

成手術の形態的・機能的な影響を明らか

にするとともに、成人手術におけるさら

なる改良のための基礎資料を得る。 

(2)ニンビン省・ベンチェ省での未治療手術

患者数や手術時期についての調査を行い、

さらに家族歴や発生率等の聞き取り調査

を行い、我々の考案する医療援助活動評

価指標を用いて今後の医療援助活動の需

要予想を推定する。 

(3)ベトナム全国を対象に調査を行い、同国

における口唇口蓋裂患者の実態を客観的

に把握したうえで、提供すべき医療の類、

特に人的資金的必要量を明らかにする。 

(4)ベトナム医療省と協力し、効果的な医療

援助活動計画を作成するための資料を作

成する。 

 

以上のごとき項目により口腔外科分野にお
ける医療援助の質の向上を行うための基礎
資料を得ることを目的とした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．研究の方法 

 

(1)調査実施国、ベトナム国 ニンビン省 

ベンチェ省 

(2)研究方法 

①口唇口蓋裂発現率調査 

調査対象のエリアにおいて口唇口蓋裂を

中心とした先天異常調査を現地人医師と

ともに実態調査を実施する。 

調査は日本人とベトナム人医師で構成、

日本人が調査のキャリブレーションなどを

十分行ったうえで、現地人医師による全県

的な調査を各地の行政官とともに行う。症

候群など診断の困難なものは日本人専門家

が診断する。この方法は、出生時の正確な

発現率を知ることはできないが、産院で出

産することのまれな発展途上国において、

短期間である程度正確な羅患率を知るため

に有効であり、すでに我々は他の地域でも

実施した経験をもつ。 

②医療援助活動評価のための調査 

すでにニンビン省で行った調査を基に１

次調査を実施する。ニンビン省で口唇口蓋裂

手術をうけた口唇口蓋裂患者を対象に調査。

調査においてはニンビン省総合病院の医療

記録を中心に行うが、日本人が手術した患者

においては日本での記録があるため、正確性

を期すために両資料を使用して行う。この調

査に関してはニンビン省人民委員会におい

て倫理的配慮を考慮したうえで調査許可を

得て行う。手術実施年齢等の医療実施記録よ

り我々が実施した 10 年間の患者データベー

ス作製を開始する。 

③口蓋裂形成手術についてのケースコント

ロールスタディ 

口蓋裂形成手術の術後評価を行うための

調査項目を設定する。調査対象地域は、

研究代表者自身が口唇口蓋裂の手術を行

っているニンビン省とその付近とした。

その後日本に結果を持ち帰り、患者の年

齢、披裂形態等の項目ごとに集計分析を

行う。 

④日本人のデータとの比較分析  

ベトナムで得られたデータをデータベー

スに入力し、我々の行ってきた治療成績の

比較分析を行う。 

 
 
 
 
 

４．研究成果 
 
(1)以前ニンビン省で人民委員会の協力を得
て口唇口蓋裂患者の出生率調査を行った。
2002 年 1 月から 12 月までの 1 年間のニンビ
ン省における出生数は男子 7066 人､女子
5473 人であり、そのうちで口唇口蓋裂は男
子 5 例、女子 12 例であった。出生 10000 人
あたりの口唇口蓋裂発生率は約 13.6 人であ
り、これは本邦よりやや少ない傾向であった。
またベンチェ省･ｸﾞｴﾝﾃﾞｨｴﾝﾁｭｰ病院で行った
調査では、2008 年度は 11/6930、2009 年度
は 7/6856 であり、出生 10000 人あたりの口
唇口蓋裂発生率は 2008 年度は 10.1 人、2009

年度は 17.2 人で、やはり日本の発生率より少
ないものであった。 
しかし、ベトナムでは新生児先天異常のス

クリーニングシステムが我が国とは異なっ
ており、助産師が異常と認めたものだけを小
児科医が診察するシステムであるようで、口
蓋裂単独症例を全てが検出されていない可
能性もある。 
 
(2)ニンビン省内において、我々の活動が開
始される以前には、口唇口蓋裂治療はほとん
ど実施されていない状況で、ハノイ等の中核
都市にある医療施設で治療を受けているも
のがおおく、未治療成人症例も見られた。 
我々が治療を行うと同時に現地口腔外科

医に技術指導を行うようになってからは、日
本における口唇口蓋裂一貫治療のシステム
が導入され、適切な時期に適切な治療を受け
るという治療体系の必要性を患者家族のみ
ならず医療関係者にも浸透させることがで
きつつある。 

1998 年から 2011 年までの間に 382 名の患
者が受診し、延べ 600 名の患者の診察を行っ
た。来院した患者には治療を行うとともに、
継続的に予後診査に来院するように指示し
た。 
2009 年から 2011 年に来院した患者を示す。 
 
 受診患者数 新来患者数 
２００９ ６４ ３８ 
２０１０ ４６ １６ 
２０１１ ４３ １９ 
  
近年は我々の治療実績が現地に周知される
ようになり、前年に手術を受けた患者の 70%
が次年度の調査に応じてくれるようになっ
ている。 
 
(3)活動開始当初は未治療口蓋裂患者が多く
見られた(唇裂のみ実施されていたものも多
い)。このような患者に口蓋形成術を実施し
た場合、口腔鼻腔交通の遮断は可能となって
も、言語機能の回復は望めない状況であった。



 

 

活動開始当初は未治療成人口蓋裂患者が散
見されたが、10年以上の活動によりその比率
は減少してきている。 
口蓋形成術施行患者の年齢構成を見ても、初
回口蓋形成手術施行時の年齢が5歳以上の患
者の割合は、 
1998年度 ４／１１、1999年度 ３／１２、 
2000 年度７／１７であったのに対し、2009
年度１／１２、2010 年度 ３／１７、 2011
年度 ２／１０と減少してきている。 
近年は新生児期より来院し、適正な時期に口
蓋形成術を行うことができるようになって
きており、術後の言語治療の体系ができてい
ないという問題はあるものの、適切な時期に
口蓋形成術を施行することにより、言語機能
の成績も今後向上してくるものと考えられ
る。 
 
(4)口蓋形成術の顎発育に与える影響を考慮
して、本邦では２段階手術を行う施設が増え
てきている。我々の施設でも口蓋形成術に２
段階手術を適用しており、上顎の発育に与え
る影響を軽減させようとしている。  
ベトナムでは口唇口蓋裂患者の治療の中

に未だ矯正医の介入がほとんどなされてお
らず、口蓋裂患者の咬合に問題が残存してい
る。また日本でも高度成長期に小児のう蝕が
増えたように、経済成長に伴って患児のう蝕
が目立つようになっている。 
矯正治療の関与が十分でない状況では患

児の顎発育に与える影響をできる限り少な
くする必要があると考え、ニンビン省におい
ても日本と同じ時期に手術を施行すること
のできる患児には、インフォームドコンセン
トを行って口蓋裂２段階手術を適用しつつ
ある。この術後成績は今後解析を行っていく
予定である。 
 
われわれが今後も継続的に事業展開を行

なうためのうえで、都市部での治療の現状を
調査する必要があると考えた。そこで 2011
年の活動の際に首都であるハノイ市を訪問
し、ハノイ医科大学およびベトナムキューバ
病院の口腔外科・口唇口蓋裂治療担当者と治
療の現状や今後の問題点等の意見交換を行
った。その結果都市部では矯正治療や骨移植
術等の先進国では当然と考えられている治
療も導入されつつあり、今後は地方都市にも
このような一貫治療のシステムを導入する
必要性を教育するとともに、治療を実践でき
る医療者の育成も必要であると考えられた。 
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